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日本ボーイスカウト愛知連盟 尾張東地区 第９期 総会次第 

 

第一部 開会式 

 
開会の言葉  

 
国旗儀礼、国歌斉唱 コミッショナー 

 
協議会長挨拶 井上協議会長 

   スカウト紹介  コミッショナー 

   富士スカウト・隼スカウト  

   

第二部 議案審議   

議長選出   

書記選任  総務委員会 

総会成立確認 定足数確認報告 

(議員数   名) 

出席   名 委任状  名 

事務局 

 

議案   

 
第1号議案 平成３０年度事業報告の件 

地区委員長、コミッショナー 

各運営委員長、ローバース代表 

 
第2号議案 

第3号議案 

平成３０年度決算・会計監査報告の件 

地区役員改選の件 

事務局 会計係、監事 

地区委員長 

 
第４号議案 平成3１年度事業計画（案）の件 

地区委員長、コミッショナー 

各運営委員長、ローバース代表 
 

第５号議案 平成3１年度予算（案）の件 事務局 会計係 

  

第三部 閉会式  

 副協議会長 挨拶 佐々副協議会長 

 連盟歌斉唱 指揮 石川圭祐 氏 

 国旗儀礼 コミッショナー 

 閉会の言葉  
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第1号議案 平成３０年度事業報告の件 

 

組織・拡充委員会 

 

事業報告 

別紙 事業・活動報告の通りです。 

 

評価反省 

  ・３部会制（総務・登録・広報）は活発な討議が出来るようになりました。 

  ・地区の主要な会議記録概要を発表し委員の意識向上に努め、他部門連携の重要性認識を高めました。 

  ・毎月の登録状況増減表を地区委員会、団委員長会議、定例会委員会で報告できました。 

  ・地区ホームページの活用を見直し管理された情報展開と利用率向上のアピールを強化していきます。 

  ・地区フェイスブックの運用も7年目となり内容も充実してきました。 

  ・地区誌「はやぶさ」の予定通り発行できましたが記事投稿の片寄りは解消できませんでした。 

  ・県図画・写真コンテストの審査員奉仕（技能章考査員：絵画・写真）ができませんでした。 

  ・委員会出席ゼロの団はありませんでした。参加率も60から74％に上昇しました。 

  ・登録システムの活用法についてさらに研究しました。プロジェクターにて実演しました。 

 

 

 

スカウト進歩委員会 

 

事業報告 

別紙 事業・活動報告の通りです。 

 

評価反省 

１．進級目標達成度 
   ① 富士スカウト章修得者 ３名 目標３名  達成率１００％ 

   ② 隼スカウト章修得者  ５名 目標２７名 達成率１５% 

     ③ 菊スカウト章修得者 ３９名 目標５１名 達成率７１％ 

   ④ １級スカウト章修得者３４名 目標５５名 達成率７5％ 

    隼スカウト章の修得者が５名と昨年のより減り、目標とかけ離れ、ベンチャー部門の進級が来期の大き

な課題です。新進級課程への移行はボーイ部門では後半新菊スカウト章の修得者が増え、新しい技能章の

修得者も多く、順調に移行出来つつある状況です。 

  2．団面接の完全実施と個人記録帳の整備 

各団共カブの完修面接、ボーイ以上の進級面接をなされていると思いますが、地区への面接報告がなさ

れていない団が数団あり、全団の報告を求めます。 

個人記録帳の整備については具体的な確認が出来ていませんが菊申請書をみると間違いが時々あり整

備が出来ていない団もあると思われ、委員会での整備の確認が不足していました。 

３．技能章講習会の開催 

    予定された６回の講習会は開催出来ました。 

    今年度木工章講習会を開催したところ２４名の参加があり考査員認定技能章修得者の増加に貢献しまし

た。今後、色々な技能章講習会を実施する事によりスカウトのスキルアップに貢献します。 

    技能章の取得数も考査員認定技能章１１６、隊長認定技能章１４３となり大きな成果が得られました。 

4．スカウトフォーラムの開催 

今期はベンチャー隊指導者主導で運営しました。６月９、１０日に地区フォーラムを開催し１７名のス

カウトと１５名の指導者参加しました。採択文の決定、代表スカウト２名が県フォーラムに出席しました。

アフターフォーラムは来期実施予定しています。 
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５．定例会議 

出席率は昨年より悪く７５％に終わりました。出席０の団もあり、定例会議の内容の見直しを計り８０％

の出席率を目標とします。 

６．講習会奉仕 

 奉仕いただける方の偏りは昨年同様で改善を図ります。 

 

 

  

指導者養成委員会 

 

事業報告 

別紙 事業・活動報告の通りです。 

 

評価反省 

  平成３０年度重点施策に対する評価 

   ３・実効性のある指導者研修 

   （１）定型外訓練の充実 

⇒年間計画の定型外訓練は全６回でしたが、野営法研修会Ⅰを参加申込者不足で開催できませんで

した。 

また、昨年度から開催の３地区（尾張南・西・東）合同の定型外訓練、今年度はカブ隊指導者対

象として開催しました。 

      定型外訓練修了者は、延べ８８名です。 

      尚、ボーイスカウト講習会（定型訓練）は2回の開催で、参加者は４８名でした。 

   （２）インサービス・サポートの推進 

      ⇒コミッショナーの主導により、定型訓練参加者への支援が実施出来ました。 

       WB研修所参加者（全コース計）１６名 

       ＷＢ実修所参加者（ＢＶＳコース）１名 

       WB実修所参加者（BSコース） ５名 

              WB実修所参加者（VSコース） ２名 

       団委員研修所          ４名 

       団委員実修所            3名 

   （３）運営委員会の充実 

      ⇒年間６回の委員会開催でしたが、通年平均の参加率は７５％となりました。 

         

活動内容に対する評価 

（３）－①指導者訓練の実効性を高めるため、定型外訓練の運営を効果的に行う研究と開発を行います。 

      ⇒委員会開催の都度、奉仕担当者から評価報告し、次の訓練運営に生かしました。 

年間6回の定型外訓練、２回の定型訓練（ボーイスカウト講習会）を開催しました。 

       定型外訓練・定型訓練の実績については上記の通りです。 

（３）－③委員会活動の充実を図ります。 

   ⇒全６回の開催において、平均参加率は７５％となり、昨年度を下回りました。 

       実績は別紙の通りです。 

   （４）－①防災・減災の研修を行い、危機管理意識を高めます。 

      ⇒危機管理の意識向上のため、団委員としての役務を研究し各隊毎への支援を確認しました。 
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行事・国際委員会 

 

事業報告 

    別紙 事業・活動報告の通りです。 

 

評価反省 

◆第17回日本スカウトジャンボリー大会に参加しました。（平成30年8月4日～10日） 

・地区より編成4個隊(スカウト140名、指導者24名)と大会運営スタッフ37名、計201名派遣し

ました。 

・参加スカウトは、日頃の訓練を基盤に国内外スカウト仲間との交流を通じスキル向上が図れました。 

・大会運営スタッフは、大会後方支援者とし活動しました。 

◆海外・国内派遣事業として下記４事業へ派遣しました。 

 派遣事業に沢山の関係者を派遣出来、スカウトには参加目標が達成でき今後の活動・活躍に期待 

します。 

① 第1２回愛知連盟・韓国ソウル北部連盟ローバース緑化プロジェクト派遣 

大会期間：平成30年4月6日～8日  会場：韓国ソウル市近郊  

・地区よりローバースカウト２名と指導者1名を派遣しました。 

・参加スカウト・指導者は11月「吉川野営場・どんぐり交流会」にて韓国緑化プロジェクト活動

の紹介を行い、海外でも植樹活動している事を報告しました。 

② 第５回国際パトロールジャンボリー派遣 

大会期間：平成30年7月31日～8月7日 会場：大韓民国江原道雪岳山(ｿｸﾗｻﾝ)国立公園 

・地区よりローバースカウト1名を派遣しました。 

・国際サービススタッフ(IST）員として大会運営サポートを担当、東南アジア等から参加スカウト

との交流が図れ、自己技能の向上が図れました。この経験を自隊スカウト活動へ生かしてもらいた

いと思います。 

③ 2019年愛知連盟ローバームート 

大会期間：平成31年3月22日～24日  会場：岐阜県高山市日和田高原キャンプ場  

・地区よりローバースカウト２名と実行委員4名の派遣ができた。       

④ 愛知連盟ハイアドベンチャー大会 

 大会期間：平成31年3月28日～31日  会場：奥三河東海自然歩道＆吉川野営場 

・地区よりベンチャースカウト1名の派遣ができた。 

・2泊3日単独でのトレイルキャンプを通じベンチャースカウトの技能向上を目指す大会で、県連

行事として初めての事業を通じ、スカウトが「隼」「富士」取得に挑戦し、その延長先に米国フィル

モントへの参加を目指す、高度技能を醸成する目的で開催されましたが、ベンチャースカウトへの

PR不足から参加者が少なくなりました。参加者増への取組が必要 

   ◆「緑の募金」は、21個団が活動、約38万円の募金を頂き県連へ送付しました。 

 ◆「スカウトの日」は、2個団が天候不順で中止となりましたが20個団が活動を行いました。 

それぞれ「環境保全美化活動」「社会奉仕活動」等を通じ、スカウト活動の一部を一般市民にPRでき

ました。 

   ◆昨年度天候不順で順延となりました「第3回地区カブスカウトラリー」を、平成3０年１０月２８日江

南市を会場に開催、参加スカウトも楽しく交流が図れ、盛況に終えることができました。 

◆平成31年3月17日「第５回地区ビーバースカウトラリー」各エリア別に開催、委員会として支援し

ました。  

◆各団発行「野舎営届」「県外旅行申請書」の提出状況をまとめ、地区委員会や団委員長会議、行事・国際 

委員会で報告、提出漏れ防止と提出確認を実施しました。 

◆県連 行事・国際委員会が年6回開催、委員会へ参加し委員会内容を地区内各団へ報告しました。 

   ◆地区行事・国際委員会出席率が前年度より改善されました。出席ゼロの団が1個団ありました。 

全団からの出席を目指すとともに、引き続き出席率100％を目指します。 
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総務委員会 

  

事業報告 

別紙 事業・活動報告の通りです。 

 

評価反省 

・「防災ボランティアコーディネーター養成講座」への参加者、本年度は０でした。         

来年度も開催予定ですので、受講促進をしてゆきます。（参加者目標３名以上） 

 また、防災士の講座等の情報収集と参加促進をしてゆきます。 

・防災キャラバン、イオンモール扶桑で開催しました。江南第３団を中心として、運営協力をして   

いただき、ＰＲ活動ができました。ただ新規入団までには至りませんでした。次年度は、イオン春日井  

ショッピングセンターにて開催予定です。計画案等の準備を早くから進めて新規入団に繋げます。 

・ローバースカウト対象「リクルート懇談会」につきましては、当地区から７名参加しました。 

   各団・地区ローバースの協力により、参加者目標数値を大幅に達成できました。 

開催４回目で、各年、若干名の就職も決まっており、次年度も開催予定ですので、多数の参加者と、地元 

の企業に就職ができる態勢つくりをしてゆきます。 

  ・危機管理体制の充実強化につきましては、各団（各隊）の危機管理体制連絡網の整備をお願いいたしまし 

た。 

・委員会の充実につきましてはインシデント報告（5件）事故報告（4件）             

その都度、安全促進を啓蒙しました。（実施計画書の点検・下見の実施等） 

 委員会出席率は、６８．２％と１０％ダウン。出席０の団が２個団あり、次年度は連絡を密にして出席 

率の向上を図ってゆきます。 

  ・地区ボウリング大会 前年同様の参加者数となりました。 

    

 

 

 

尾張東地区ローバース Frontier 

 

 

事業報告 

総会・定例会 
総 会 参加者２３名 

第１回 参加者２３名 

第２回 参加者１５名 

第３回 参加者１２名 

第４回 参加者 ９名 

 

継続的な参加者がある一方、新規の参加者や１年目のスカウトの参加が少ないため、昨年と比較して参

加者数が回数を重ねることに減少しています。新しいスカウトが地区ローバースに関心、興味を持っても

らえるような広報、参加しやすい定例会内容を計画していく必要があります。 

 

夏季アクティビティ 参加者：１０名 

今年の夏はやりたいことをメインに夏季アクティビティを計画しました。サーフィンは個人種目ではあ

りますが、１年目のスカウトを含め練習・活動することで、２年目以上のスカウトと打ち解けることがで

きました。 

またバディを組み、事故に備えることができました。１泊２日と決して長い企画ではありませんが、プ

チフォーラムや、団体行動を通じて、更なる結束を固めることができました。 
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全国大会ブース出展  参加者：１０名 

尾張西地区・尾張南地区と合同で運営を行いました。 

事前準備では連絡を取り合って、それぞれの地区から当日の参加者を募集することができました。 

当日のブース出展では、活動紹介だけではなくダンボールハウスを作成することで、ローバー年代だけ

ではなく、ビーバー、カブやその指導者など多くの人に地区ローバースの活動を発信する場が作れました。 

 

評価反省 

今年度の活動テーマ「やりたいことはやらなくちゃ!」から、ローバースカウトとして挑戦したいことを実

施できる環境を整えてきました。 

アクティビティでは、地区ローバース内で希望の出たサーフィンを実施することができ、運営委員は企画・

計画・報告の一連の流れを学ぶことができました。 

しかし、アクティビティ以外で活動企画案が出ることはありませんでした。今年度の活動テーマに沿い企

画が出しやすい声かけをしていく必要だったと思われます。 

 

 

 

コミッショナーグループ 

 

事業報告 

   別紙 事業・活動報告の通りです。 

 

評価反省 

【コミッショナ－】 

   ・１７ＮＳＪへの取組については、概ね計画通りでしたが、細かなところで打合せが不十分であり、関係

者にご迷惑をおかけしました。以降の運営の反省とします。 

  ・ＲＴの運営については、担当コミッショナ－への指導が十分でなく、研修の場になっていないとのお叱

りをいただきました。この評価をもとに、次年度はＲＴの運営について改善致します。 

  ・インサ－ビス・サポ－トについては、研修所、実修所参加者へのサ－ビスは上手く行えましたが、その

他については、サ－ビスの受け方がわからない方もいらっしゃるようですので、支援の体制等についても

分かりやすくするように考えます。 

  ・救急チ－ムは、医療従事者を中心とした、プロフェッショナル集団として、次年度から活動できるよう

に、研修や組織作りを行いました。 

  ・地区トレ－ニングチ－ムは、チーム員の能力向上のため、それぞれのチ－フにＯＪＴによるチ－ム員の

教育を課しましたがうまく作用しませんでした。次年度以降も引き続き行い、技能向上につながるように

します。 

 

【ＢＶＳ部門】 

・ビーバースカウトの特性を理解したプログラムの実施・展開の仕方をRTの研究の中で知らせてきまし

た。それを実際にできるようになったかどうかは未知数なので来年以降隊訪問をしながら支援していきま

す。 

・エリアごとの合同隊集会では自分たちでやるという意識は低く、地区がやってくれるという受け身の様

子がありましたので、自分たちで企画計画運営ができるようにしていく必要があると感じました。 

・定型訓練及び定形外訓練に関しては目標を達成することができました。次年度以降も参加を促進してい

きます。 
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【Ｃ Ｓ部門】 

・約1/3の隊長が変更となり、隊運営に差の開きを感じました。また、試験的に実施したRTの部分開催

でも、隊指導者間のレベルの差がかえって表面化してしまう結果を招きました。 

・隊運営、集会、進歩などカブ隊独自で解決できている隊は少なく、他隊、団、保護者とのコミュニケー

ションをより強化していただくための指導･支援が引き続き必要です。 

・昨年の台風の影響により延期となったCSラリーは、各ブースの引き継ぎがうまくできており、事故や

怪我なく実施することができました。 

・スカウト減少に伴う活動の縮小化には各隊危惧しており、合同隊集会への実現化に向けて動き出してい

る隊もあります。スカウト・指導者ともに本来あるべき活動ができるよう支援を強化していく必要があり

ます。 

 

【Ｂ Ｓ部門】 

・17NSJへの参加に向け事前訓練に向けた情報共有、支援により、大会が無事に終了。その後、スカウ

トのモチベーション下がらないプログラムへ展開に向け隊長への支援を実施しました。 

・ラウンドテーブルでは、新進級・進歩を踏まえたスキル研究により、隊長のスキル向上支援実施。その

結果、目標とする菊スカウトが誕生。今後も継続した進級及び確実な隊長認定技能章が履修完了するよう

隊長を支援してまいります。 

・隊活動状況把握（少人数活動実態調査を含む）、コミ訪問を実施し、個別課題の解決支援を行いました。

次年度も継続的に隊訪問を行い、少人数団（隊）、他団との合同集会を視野に入れ、活発な隊活動ができる

よう支援してまいります。 

 

【Ｖ Ｓ部門】 

・17NSJには27名のVS参加があり、隊運営の支援やBSのフォロー等VSとしての立場を意識した

参加となるよう支援をしました。これらのスカウトが地区全体のVS活動の牽引力となるよう、地区VS

行事の実施を含めた戦略の検討を行います。 

・進歩については、富士章3名、隼章５名の取得がありましたが、全体としては停滞しています。新進歩

課程への移行がスムーズにできていない、資材や適任者の有無等で 1 個隊や 1 つの団では対応しにくい

現状もあることを踏まえ、引き続き部門として、具体的な活動や進歩に結び付く指導者間の研修や交流を

深め、スカウトへのサービスを強化していきます。 

 

【Ｒ Ｓ部門】 

・ラウンドテーブルの出席率は低水準のままで、すべての団に対する支援には至っていません。 

・英国エディンバラ公国際アワードに関しては、１名がゴールドアワードを修了できました。一方で、昨

年度いっぱいで新規のアワードへの受付が停止されたため、ローバースカウト対象のプログラムの今後の

動向に注視してまいります。 

・地区ローバースの活動支援としては、定例会やアクティビティの運営・全国大会ブースの出展の支援を

行いました。今後も定期的な活動の基盤づくりを支援するとともに、スカウトの技能向上に資する活動を

促進してまいります。 

 

【団 担 当】 

 30年度の活動として 

① 少人数団(隊)の活動に対して助言と支援を行います。目標３件 

・近隣団の隊集会見学及び体験集会参加、見学をしました。 

  ・支援を重点団6ケ団へ提案しました。     

② 団訪問、情報提供及び団委員長サミット等による団活性化の支援をします。目標全個団 

・団活塾への参加推進をしました。全団参加には至らず継続して推進します。 
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・参加団で団運営に取り組みました。欠席団へは後日支援を行いました。 

・エリア毎の討論会によって団の現状分析からの自団の「団の復興への道を探る」意見交換を行いました。

「サミットの総括・目標」の作成ができました。 

   団の意識を向上させることは出来たが、重点団への継続支援は必要とかんがえます。 

   団担当へ気軽に支援依頼できるよう、担当団の変更を行いました。 

団訪問を継続して行います。 

③ スカウト増員を目的とした調査と団活動を支援します。 

・地域毎に、募集に関しての合同企画に参加と見学・支援が出来ました。 

  ・市町にて合同で開催の募集活動を企画段階から支援することができました。 

  （合同 江南１＋３、小牧１＋２ 単独支援は尾張旭1 春日井のイベントを６個団で開催) 

 

 

 

事務局 

 

事業報告 

① 愛知連盟会議出席・奉仕しました。 

・県連総会 平成３０年6月１７日 受付業務を行いました。 

・事務長会議 

年４回 平成３０年７月７日、1０月９日、１２月４日、平成3１年3月５日 

 

② 地区委員会／団委員長会議、他会議の招集開催を致しました。 

・地区委員会  9回開催 

・団委員長会議 ３回開催 

 

③ 会議資料作成などの事務作業を行いました。 

・県連等による配布資料の分配、情報伝達のペーパーレス化を推進しました。 

 

④ 行事費、登録費等会計に関わる資金管理を致しました。 

 

評価反省 

事務長会議、諸会議において情報収集、情報交換を積極的に行いました。 

地区への情報展開を速やかに行い諸事項について各委員会との協働で遅滞なく各団宛展開することがで

きました。一部、情報量が多大のため情報展開が遅れました。 
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第２号議案 平成３０年度決算・会計監査報告の件 

 

 

 

　（単位 ： 円）

予　　算 決　　算

1 528,848 528,848

2 1,256,600 1,256,600

3 50,000 30,200

4 120,000 58,270

1) 100,000 46,000

2) 20,000 12,270

5 10,000 39

6 1,000,000 1,000,000

2,965,448 2,873,957

予　　算 決　　算

1 270,000 227,708

1) 50,000 5,227

2) 40,000 24,581

3) 180,000 197,900

2 160,000 132,884

1) 120,000 88,516

2) 20,000 22,051

3) 20,000 22,317

3 910,000 842,781

200,000 210,000

50,000 57,532

50,000 37,389

50,000 46,639

50,000 80,530

250,000 213,908

50,000 66,595

140,000 114,410

20,000 5,778

50,000 10,000

4 50,000 50,000

5 300,000 600,000

6 1,000,000 517,232

7 275,448 503,352

2,965,448 2,873,957

 前年度残高  H30年度収入 H30年度支出 次年度繰越 摘　　　　　要

1 298,830     50,000 0 348,830

2 2,450,000   600,000 1,000,000 2,050,000 17NSJ補助

2,748,830   650,000 1,000,000 2,398,830

事 務 局

会 議 費

事 務 ・ 通 信 費

慶 弔 費

合　　　　　計

備 品 購 入 積 立 金

大 会 関 係 積 立 金

大 会 支 援 金

繰 越 金

                                                                    2,370,605

科　　　目

前 年 度 繰 越 金

地 区 費 （ 継 続 登 録 ）

地 区 費 （ 追 加 登 録 ）

県 連 回 付 金

訓 練 研 修 費

緑 の 募 金 還 付 金

雑 収 入

積 立 金 か ら 取 り 崩 し

合　　　　　計

科　　　目

訓 練 研 修 費

指導 者講 習会 ・研 修会

ス カ ウト 技能 章講 習会

コ ミ ッ シ ョ ナ ー 研 修 会

資材、機材、備品

日連、県連各大会

１７ＮＳＪ

                                                                      503,352

地区トレーニングチーム経費、救急チーム経費、旅費、資料代

肩章（20,000）、スカウトあいち掲載料 （30,000）

会場使用料

振込手数料

祝儀他

　　　　　　〃

旅費、活動費、資料代、防災キャラバン

摘　　　　　要

ＢＳ講習会、各研修会支出 - 参加費　（185,227－180,000）

技能章、フォーラム支出 - 参加費　（127,581-103,000）

コミッショナーグループ研修

ビーバー（27,551）、カブ（60,965）

地区ローバース活動費

地区機関紙（194,517）、HP維持費、旅費、活動費、資料代

利息

旅費、活動費、資料代他

　　　　　　〃

＜支出の部＞

事

業
費

運
営
費

行 事 費

ス カ ウ ト ラ リ ー

ベ ン チ ャ ー 行 事 費

ロ ー バ ー 行 事 費

事 業 費

組 織 ・ 拡 充 委 員 会

指 導 者 養 成 委 員 会

ス カ ウ ト 進 歩 委 員 会

行 事 ・ 国 際 委 員 会

総 務 委 員 会

コ ミ ッ シ ョ ナ ー

１．　一般会計

＜収入の部＞

ＢＳ講習会、技能賞講習会

緑の募金補助金

摘　　　　　要

20,000×22団＋600×1,361人

追加登録　56人

２．　特別会計

科　　　目

備 品 購 入 積 立 金

全 国大 会関 係積 立金

合　　　　　計
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平成３１年 ３ 月  日 

 

監 査 報 告 書 
 

日本ボーイスカウト愛知連盟 

尾張東地区協議会 

協議会長 井 上  勲 殿 

 

                                                  日本ボーイスカウト愛知連盟 

                         尾張東地区協議会 

                         監 事  境  正 人 

                         監 事  河 合 正 治 

 

 

 

 私は、平成３０年度の決算において、帳簿並びに関係書類の監査を行った結果、収支決算書は会

計帳簿の金額と一致し、尾張東地区の収支状況及び財産状態を正しく示しているものと認めます。 

以上 
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役  務 氏  名 所  属 

顧問 

舩 橋 鐸 夫 小 牧 第 1 団 

中 村 隆 二 春 日 井 第 ２ 団 

横 江 昭 憙 日 進 第 ２ 団 

協議会長 井 上  勲 小 牧 第 ２ 団 

協議会副会長 

中 村 倫 之 小 牧 第 1 団 

河 村 武 人 北 名 古 屋 第 １ 団 

佐 々 由 高 犬 山 第 ７ 団 

地区委員長 平 野 嘉 彦 北 名 古 屋 第 １ 団 

地区副委員長 

中 村 友 一 北 名 古 屋 第 ２ 団 

中 谷  洋 小 牧 第 1 団 

地区コミッショナー 小 林 弘 幸 春 日 井 第 ８ 団 

地区副コミッショナー 

BVS 石 川 圭 祐 江 南 第 １ 団 

CS 林 由 美 子 尾 張 旭 第 １ 団 

BS 

植 木 治 雄 北 名 古 屋 第 １ 団 

日 比 野 良 治 江 南 第 ３ 団 

鈴 木  覚 春 日 井 第 5 団 

VS 

古 木 啓 介 小 牧 第 １ 団 

古 川 秀 晴 犬 山 第 ７ 団 

RS 中 川 大 輔 北 名 古 屋 第 １ 団 

  

第３号議案 地区役員改選の件 

地 区 役 員 
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団担当コミッショナー 

串 崎 武 志 春 日 井 第 １ ０ 団 

高 多 宣 彰 日 進 第 1 団 

小 林 泰 陸 春 日 井 第 ４ 団 

佐 藤 慶 子 春 日 井 第 ２ 団 

椎 葉 育 美 江 南 第 ３ 団 

内 田 志 郎 春 日 井 第 ４ 団 

宮 下 彰 洋 犬 山 第 ７ 団 

組織・拡充委員会 

委員長 石 原 昌 幸 江 南 第 ３ 団 

副委員長 竹 内  久 瀬 戸 第 １ 団  

指導者養成委員会 

委員長 伊 吹  登 長 久 手 第 １ 団 

副委員長 

山 口 貴 美 江 春 日 井 第 1 0 団  

藤 井 孝 之 小 牧 第 ２ 団 

スカウト進歩委員会 

委員長 八 橋  隆 江 南 第 １ 団 

副委員長 金 田  高 日 進 第 ２ 団  

行事・国際委員会 

委員長 井 上 文 義 瀬 戸 第 １ 団 

副委員長 高 橋 弘 道 春 日 井 第 ３ 団 

総務委員会 

委員長 大 谷  茂 北 名 古 屋 第 １ 団 

副委員長 田 口 澄 雄 瀬 戸 第 ６ 団 

事務局 

事務長 岩 花 竜 章 清 須 第 １ 団 

副事務長 中 村 里 美 北 名 古 屋 第 ２ 団 

会計係 志 水  幹 日 進 第 ２ 団 

ローバース代表委員 

藤 井 聖 大 小 牧 第 ２ 団 

佐 伯  駿 小 牧 第 １ 団 

監事 

境  正 人 犬 山 第 ５ 団 

河 合 正 治 大 口 第 １ 団 
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平成3１年度地区運営方針 
1 運営方針 

「基本原則」に沿ったスカウト活動ができるように、各団への支援を強化するとともに、ボーイスカウ

ト活動のアイデンティティを明確にし、「スカウト数の増加」「指導者の養成（確保）」に向けた取組みを

計画的に推進することとします。         

 

2 目標 

   （1）スカウト数の増加に向けた具体的な施策の実施、青少年１００人に０．８人のスカウト確保

を目指します。        

         

（2）スカウト自身が成長と成果を実感し意欲を高める場所を提供し全ての団から、「菊・隼・富

士」取得者を目指します。        

①地区目標達成に向けた対応をします       

②ＢＳ・ＶＳ部門への高度な野外プログラム支援の充実をします。 

③ＢＶＳ・ＣＳ部門への年代別プログラム支援の充実をします。   

         

（3）指導者育成の充実         

①ＷＢ研修所・実修所の課題研修等のトレーナーによる一貫支援（担当制）をし、指導者とし

て資質向上を目指します。  

 ②冒険的な野外活動や国際プログラムをスカウトへ適切に指導提供できる若手指導者の育成を

します 。 

③定型外訓練への参加を促すだけでなく社会人としての資質を高め、魅力ある指導者の養成を

します。       

    

3 重点施策 

（1）日本連盟・愛知連盟主催「海外派遣事業」等に向けた支援      

①参加者および関連事業への支援態勢強化をします。 

       

（2）「班（組）活動のできる」団に向けた対応を推進       

①少人数団(隊)への他団との合同集会を推進します。      

②団訪問等による団への支援を強化します。    

③他団との合同見学会等の開催に向けた取組みをします。 

 

（3）実効性のある指導者研修       

①定型外訓練の充実をします。      

②インサービス・サポートの推進をします。      

③ラウンドテーブル（研修の場としての活用）および運営委員会の充実をします。 

④野外救急法（WFA）等国際資格取得へ支援します。    

  

       

（4）危機管理体制の充実強化       

①防災士の育成をします。     

②防災ボランティアコ―ディネ―タ―の養成をします。    

  

（5）セーフ・フロム・ハ―ムを重点的に推進します 。      

４ 各運営委員会事業計画 

      別紙資料の通りです。 

第４号議案 平成3１年度事業計画（案）の件 
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第５号議案 平成3１年度予算（案）の件 

 

（単位 ： 円）

H30年予算 H31年予算

1 528,848 503,352

2 1,256,600 1,205,600

3 50,000 50,000

4 120,000 70,000

1) 100,000 50,000

2) 20,000 20,000

5 10,000 10,000

6 1,000,000 370,000

2,965,448 2,208,952

H30年予算 H31年予算

1 270,000 360,000

1) 50,000 50,000

2) 40,000 40,000

3) 180,000 270,000

2 160,000 180,000

1) 120,000 120,000

2) 20,000 40,000

3) 20,000 20,000

3 910,000 940,000

200,000 200,000

50,000 50,000

50,000 50,000

50,000 50,000

50,000 80,000

250,000 250,000

50,000 50,000

140,000 140,000

20,000 20,000

50,000 50,000

4 50,000 50,000

5 300,000 300,000

6 1,000,000 370,000

7 275448 8,952

2,965,448 2,208,952 2,200,000                              

前年度残高 H31年収入 H31年支出 適　　　　　要

1 348,830       50,000 0

2 2,050,000     300,000 370,000 大会準備金

2,398,830     350,000 370,000

　Ｈ３１年（２０１９年）度　予算（案）

会 議 費

事 務 ・ 通 信 費

予 備 費

合　　　　　計

慶 弔 費

備 品 購 入 積 立 金

全 国 大 会 関 係 積 立 金

大 会 支 援 金

運
営
費

事 業 費

組 織 ・ 拡 充 委 員 会

指 導 者 養 成 委 員 会

ス カ ウ ト 進 歩 委 員 会

行 事 ・ 国 際 委 員 会

緑 の 募 金 還 付 金

事
業
費

総 務 委 員 会

コ ミ ッ シ ョ ナ ー

事 務 局

コ ミ ッ シ ョ ナ ー 研 修 会

行 事 費

組 織 拡 充 支 援 金 ( ス カウト ラリ ー)

ベ ン チ ャ ー 行 事 費

ロ ー バ ー 行 事 費

指 導 者 講 習 会 ・ 研 修 会

ス カ ウ ト 技 能 章 講 習 会

科　　　目

訓 練 研 修 費

旅費、活動費、資料代他

　　　　　　　〃

　　　　　　　〃

防災キャラバン、旅費、活動費、資料代他

次年度繰越

スカウトあいち掲載他

会場使用料

振込手数料

祝儀他

地区トレーニングチーム、救急チーム経費

資材、機材、備品

日連、県連各大会

24ＷＳＪ他

398,830       

1,980,000     

2,378,830     

　

ＢＳ講習会、資料他

技能章研修会、資料他

コミッショナーグループ研修

地区ローバース活動費

旅費、活動費、地区機関紙、HP維持費

議長会等

摘　　　　　要

合　　　　　計

２．　特別会計

備 品 購 入 積 立 金

全 国 大 会 関 係 積 立 金

科　　　目

20,000×22団＋600×1,276人

ＢＳ講習会、技能賞講習会

寄付金、祝儀、利息等

緑の募金補助金

100人

１．　一般会計

＜収入の部＞

＜支出の部＞

科　　　目

前 年 度 繰 越 金

摘　　　　　要

雑 収 入

積 立 金 か ら 取 り 崩 し

合　　　　　計

地 区 費 （ 継 続 登 録 ）

地 区 費 （ 追 加 登 録 ）

県 連 回 付 金

訓 練 研 修 費
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資料 

平成３０年度 隼スカウト・富士スカウト 伝達者名簿 ( 取 得 順 ) 

 隼スカウト                 富士スカウト 

鈴木 颯太 春日井第５団 玉井 友梨      北名古屋第2団  

長屋 琉我 清須第1団 平田 遥香      日進第2団 

又平 泰輔 春日井第2団 小川 優輝      瀬戸第６団 

小林 健斗        春日井第１０団  

伊藤 輝亮 春日井第４団  

   

   

   

   

平成３０年度運営委員会出席状況表 

 

組織・拡充委員会  
出席/開催 出席率  

 

 
出席/開催 出席率 

犬山第５団 3/5 60％ 清須第１団 4/5 80％ 

犬山第７団 1/5 20％ 
 

江南第１団 3/5 60％ 

大口第１団 5/5 100％ 
 

江南第３団 5/5 100％ 

尾張旭第１団 4/5 80％ 
 

小牧第１団 4/5 80％ 

春日井第２団 ４/5 80％ 
 

小牧第２団 4/5 80％ 

春日井第３団 1/5 20％ 
 

瀬戸第１団 4/5 80％ 

春日井第４団 5/5 100％ 
 

瀬戸第６団 5/5 100％ 

春日井第５団 ２/5 ４0％ 
 

長久手第１団 1/5 20％ 

春日井第８団 5/5 100％ 
 

日進第１団 4/5 80％ 

春日井第１０団 ５/5 100％ 
 

日進第２団 4/5 80％ 

北名古屋第１団 3/5 60％ 
 

   

北名古屋第２団 4/5 80％ 
 

平均出席率 81/110 74％ 

 

 

スカウト進歩委員会 

  出席/開催 出席率  

 

  出席/開催 出席率 

犬山第５団 5/6 83％ 清須第１団 ３/6 ５０％ 

犬山第７団 ４/6 ６７％ 
 

江南第１団 6/6 １０0％ 

大口第１団 4/6 67％ 
 

江南第３団 6/6 100％ 

尾張旭第１団 4/6 67％ 
 

小牧第１団 5/6 83％ 

春日井第２団 6/6 １０0％ 
 

小牧第２団 ３/6 83％ 

春日井第３団 ３/6 ５０％ 
 

瀬戸第１団 ０/6 ０％ 

春日井第４団 ５/6 100％ 
 

瀬戸第６団 6/6 100％ 

春日井第５団 ４/6 ６７％ 
 

長久手第１団 ５/6 ８３％ 

春日井第８団 ５/6 ８３％ 
 

日進第１団 ３/6 ５０％ 

春日井第１０団 6/6 100％ 
 

日進第２団 5/6 83％ 

北名古屋第１団 6/6 １０0％ 
 

   

北名古屋第２団 ５/6 １０0％ 
 

平均出席率 ９９/132 ７５％ 
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指導者養成委員会 

  出席/開催 出席率 
 

  出席/開催 出席率 

犬山第５団 4/６ 67％ 
 

清須第１団 6/６ 100％ 

犬山第７団 5/６ 83％ 
 

江南第１団 4/６ 67％ 

大口第１団 3/６ 50％ 
 

江南第３団 5/６ 83％ 

尾張旭第１団 4/６ 67％ 
 

小牧第１団 4/６ 67％ 

春日井第２団 4/６ 67％ 
 

小牧第２団 4/６ 67％ 

春日井第３団 2/６ 33％ 
 

瀬戸第１団 5/６ 83％ 

春日井第４団 5/６ 83％ 
 

瀬戸第６団 6/６ 100％ 

春日井第５団 6/６ 100％ 
 

長久手第１団 5/６ 83％ 

春日井第８団 2/６ 33％ 
 

日進第１団 4/６ 67％ 

春日井第１０団 6/６ 100％ 
 

日進第２団 5/６ 83％ 

北名古屋第１団 6/６ 100％ 
 

   

北名古屋第２団 5/６ 83％  平均出席率 99/132 75％ 

 

 

行事国際委員会  
出席/開催 出席率  

 

 
出席/開催 出席率 

犬山第５団 6/6 100％ 清須第１団 5/6 83％ 

犬山第７団 3/6 50％ 
 

江南第１団 5/6 83％ 

大口第１団 5/6 83％ 
 

江南第3団 4/6 67％ 

尾張旭第１団 4/6 67％ 
 

小牧第１団 6/6 100％ 

春日井第２団 5/6 83％ 
 

小牧第2団 4/6 67％ 

春日井第3団 5/6 83％ 
 

瀬戸第１団 6/6 100％ 

春日井第4団 6/6 100％ 
 

瀬戸第6団 3/6 50％ 

春日井第5団 5/6 83％ 
 

長久手第１団 0/6 0％ 

春日井第8団 3/6 50％ 
 

日進第１団 6/6 100％ 

春日井第10団 4/6 67％ 
 

日進第2団 6/6 100％ 

北名古屋第１団 6/6 100％ 
 

   

北名古屋第2団 5/6 83％ 
 

平均出席率 102/132 77.3％ 

 

 

総務委員会 

  出席/開催 出席率    出席/開催 出席率 

犬山第５団 2/5 40％ 清須第１団 2/5 40％ 

犬山第７団 3/5 60％  江南第１団 5/5 100％ 

大口第１団 4/5 80％  江南第３団 5/5 100％ 

尾張旭第１団 3/5 60％  小牧第１団 4/5 80％ 

春日井第２団 5/5 100％  小牧第２団 3/5 60％ 

春日井第３団 5/5 100％  瀬戸第１団 2/5 40％ 

春日井第４団 5/5 100％  瀬戸第６団 4/5 80％ 

春日井第５団 1/5 20％  長久手第１団 0/5 0％ 

春日井第８団 3/5 60％  日進第１団 5/5 100％ 

春日井第１０団 0/5 0％  日進第２団 5/5 100％ 

北名古屋第１団 5/5 100％     

北名古屋第２団 4/5 80％  平均出席率 75/110 68.2％ 
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ラウンドテーブル［出席率 ％］ 

  

ラウンドテーブル［出席率 ％］ 

 BVS CS BS VS RS 

開催回数 8回 ８回 8回 8回 4回 

犬山第５団 １００ ６３ ６３ ６３ ０ 

犬山第７団 ８８ ８８ ８８ １００ ２５ 

大口第１団 ７５ ５０ ７５ ― ２５ 

江南第１団 １００ ８８ ８８ ８８ ０ 

江南第３団 ６３ １００ ７５ ０ ０ 

北名古屋第１団 ２５ ５０ １００ １００ ７５ 

北名古屋第２団 ６３ ８８ ３８ ７５ ５０ 

清須第１団 ３８ ３８ ３８ ５０ ７５ 

小牧第１団 ６３ ６３ １００ ７５ ２５ 

小牧第２団 １００ ２５ ８８ ２５ ０ 

春日井第２団 ８８ １００ １００ １００ ０ 

春日井第３団 ― ０ １３ ― ０ 

春日井第４団 １００ ８８ １００ １００ ２５ 

春日井第５団 ８８ ５０ ８８ １００ ７５ 

春日井第８団 ８８ ６３ ７５ ６３ ２５ 

春日井第１０団 ７５ １３ １００ ７５ ０ 

瀬戸第１団 ７５ ６３ １００ ７５ ０ 

瀬戸第６団 ７５ ３８ ６３ ７５ ０ 

尾張旭第１団 ８８ ８８ ８８ ― １００ 

長久手第１団 ０ ３８ ８８ １３ ０ 

日進第１団 ０ ７５ ８８ ０ ０ 

日進第２団 １００ ５０ １００ １００ ７５ 
 

 

 

BVS CS  BS VS RS 

8回 7回 
 

8回 8回 
4

回 

75 100  78 50 0 

100 100  67 100 50 

88 86  67 50 50 

100 86  89 88 0 

38 100  89 100 0 

25 86  89 75 25 

0 86  67 75 75 

0 57  56 100 75 

63 86  89 63 75 

100 71  78 63 25 

100 100  89 100 0 

- 14  33 - 0 

100 100  100 63 25 

100 71  100 100 50 

88 86  44 75 50 

100 71  89 88 0 

100 100  89 13 25 

38 57  89 75 50 

88 86  44 13 50 

25 86  56 13 25 

63 86  78 13 0 

88 57 

 

89 100 75 
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平成３０年度表彰履歴(敬称略)   

日本連盟 

感謝章 井上 勲 小牧第２団 

たか章 横江昭憙 日進第２団 

特別年功章 

５年 １４名 

１０年 １０名 

１５年 ７名 

２０年 ２名 

団５０年章     瀬戸第１団 

隊褒彰綬 

１０年 清須第１団 ローバー隊 

２０年 春日井第３団 ローバー隊 

２５年 大口第１団 ローバー隊 

３０年 

北名古屋第２団 ローバー隊 

日進第１団 ビーバー隊 

日進第２団 ビーバー隊 

３５年 日進第２団 ボーイ隊 

４０年 

犬山第５団 ベンチャー隊 

北名古屋第2団 カブ隊 

小牧第1団 ベンチャー隊 

春日井第4団 ベンチャー隊 

春日井第8団 カブ隊 

春日井第8団 ボーイ隊 

４５年 
北名古屋第１団 ローバー隊 

瀬戸第１団 ベンチャー隊 

５０年 

清須第１団 カブ隊 

瀬戸第1団 カブ隊 

瀬戸第1団 ボーイ隊 

春日井第4団カブ隊 

55年 

清須第1団 ボーイ隊 

尾張旭第1団 カブ隊 

春日井第2団 ボーイ隊 

BS振興国会議員連盟表彰 竹山 勉 小牧第２団 ベンチャー副長 
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愛知連盟 

県連有功章 

稲葉啓二 清須第１団 ボーイ副長 

岩田みどり 春日井第８団 ローバー隊長 

澤田久幸 春日井第２団 ビーバー副長 

桑原大道 春日井第２団 副団委員長 

加藤賢一 春日井第４団 ボーイ隊長 

伊藤 司 清須第１団 ビーバー副長 

顕彰記章 

梶谷光平 長久手第１団  

中島竜之介 長久手第１団 

伊藤 彩 江南第３団 

佐藤 遥 小牧第1団 
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尾張東地区トレーニングチームメンバー 

 

      NO 役 務 氏 名 所 属 団 

 
 

 
 

 
 

1 リーダートレーナー 井 上  勲 小 牧 第 ２ 団 

 
 

 
 

 
 

2 リーダートレーナー 中 村 倫 之 小 牧 第 １ 団 

 
 

 
 

 
 

3 リーダートレーナー 岩 田 秀 雅 春 日 井 第 ８ 団 

 
 

 
 

 
 

1 副リーダートレーナー 森  裕 次 瀬 戸 第 ６ 団 

 
 

 
 

日 2 副リーダートレーナー 椎 葉 育 美 江 南 第 ３ 団 

 
 

 
 

 
 

3 副リーダートレーナー 中 村 友 一 北名古屋第２団 

 
 

 
 

本 4 副リーダートレーナー 中 谷  洋 小 牧 第 １ 団 

 
 

 
 

 
 

5 副リーダートレーナー 中 谷 真 里 小 牧 第 １ 団 

 
 

県 連 6 副リーダートレーナー 日 比 野  良 治 江 南 第 3 団 

 
 

連  
 

7 副リーダートレーナー 林  由 美 子 尾 張 旭第 1 団 

 
 

ト 盟 8 副リーダートレーナー 鈴 木  覚 春 日 井 第 ５ 団 

 
 

 
 

 

レ  
 

9 副リーダートレーナー  山 口 貴 美 江 春日井第１０団 

地 ―  
 

10 副リーダートレーナー 古 木 啓 介 小 牧 第 １ 団 

区 ニ  
 

    

ト ン  
 

    

レ グ 

 
 1 県チームスタッフ 宮 下 彰 洋 犬 山 第 ７ 団 

― チ 

 
 2 県チームスタッフ 水 谷 優 介 春 日 井 第 ２ 団 

ニ ― 

 
 3 県チームスタッフ 小 林 弘 幸 春 日 井 第 ８ 団 

ン ム 

 
 4 県チームスタッフ 河 村 武 人 北名古屋第１団 

グ  
 

 
 5 県チームスタッフ 植 木 治 雄 北名古屋第１団 

チ  
 

 
 6 県チームスタッフ 栗 本 雅 仁 小 牧 第 １ 団 

―  
 

 
 7 県チームスタッフ 古 川 秀 晴 犬 山 第 ７ 団 

ム  
 

 
 8 県チームスタッフ 石 川 圭 祐 江 南 第 １ 団 

 
 

 
 

 
     

 
 

    1 地区チームチーフ 鈴 木  覚 春 日 井 第 ５ 団 

 
 

   2 地区チームスタッフ 伊 吹 登 長 久 手 １ 団 

 
 

   3 地区チームスタッフ 中 村 里 美 北名古屋第２団 

 
 

   4 地区チームスタッフ 石 原 昌 幸 江 南 第 ３ 団 

 
 

   5 地区チームスタッフ 古 木 渉 太 小 牧 第 １ 団 

 
 

   6 地区チームスタッフ 小 川 恭 平 瀬 戸 第 １ 団 

 
 

   7 地区チームスタッフ 中 川 大 輔 北名古屋第１団 

 
 

   ８ 地区チームスタッフ 小 林 香 織 春 日 井 第 ８ 団 

 
 

   ９ 地区チームスタッフ 佐 藤  精 日 進 第 ２ 団 

 
 

       

 
 

        

※休務者は記載しておりません。 

トレーニングチーム／救急チーム／WEBチーム 
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尾張東地区救急チームメンバー 

No 役   務 氏   名 所  属  団 

１ チ ー フ 片  谷    文 春 日 井 第 ５ 団 

２ サ ブ チ ー フ 続 木 雅 子 春 日 井 第 ４ 団 

３ 事 務 局 水 谷 優 介 春 日 井 第 ２ 団 

４  杉 本 京 子 犬 山 第 ５ 団 

５  中 村 里 美 北 名 古 屋 第 ２ 団 

６  西 下 秀 志 北 名 古 屋 第 ２ 団 

７  伊 藤 栄 志 江 南 第 ３ 団 

８  舩 橋 菜 月 春 日 井 第 ２ 団 

９  五 井  忍 春 日 井 第 ４ 団 

１０  小 林 泰 陸 春 日 井 第 ４ 団 

１１  串 崎 武 志 春 日 井 第 １ ０ 団 

１２  藤 井 孝 之 小 牧 第 ２ 団 

１３  松 原 彩 香 瀬 戸 第 １ 団 

１４  小 川 万 里 子 瀬 戸 第 ６ 団 

１５  高 多 宣 彰 日 進 第 １ 団 

 

 

尾張東地区WEBチームメンバー 

 

No 役 務 氏   名 所  属  団 

1 ス タ ッ フ 椎 葉 浩 志 江 南 第 ３ 団 

2 ス タ ッ フ 石 原 昌 幸 江 南 第 ３ 団 



平成30年度   ボーイスカウト愛知連盟   尾張東地区

組織拡充委員会　各四半期活動報告

第1四半期   活動状況 第2四半期   活動状況 第3四半期   活動状況 第４四半期   活動状況 年度総括まとめ

番号 小項目 （4月～6月） （７月～９月） （１０月～１２月） （１月～３月） （平成30年4月～平成31年3月）

（1）
１．地区誌はやぶさの発行及び投稿支援 年３回（7月、10月、3月）の発行 7月発行 10月発行 3月発行 予定通り発行できました

（1）
２．.地区ホームページ・フェイスブックページの運営 随時更新 随時更新 随時更新 随時更新 随時更新 随時更新できました

（1）
３．講演会の実施 検討 団活塾で講演会に参加決定 団活塾講演会参加者募集 10/13団活塾主催の講演会に参加 来年度の検討 団活塾主催の講演会に参加しました

（1）

４．募集ツールの制作 PRツールの作成 継続 916　クリアファイル、シール、笛、ポケットティッ
シュの見積もりを徴収しました

クリアファイルの作成に決定しました 発注しましたが、納品が４月以降のため、　来期予算
にて対応します
配布は4月以降になります

2000部作製、各団に50枚配布します
残りの900枚は有償配布（1枚40円）します

（2）
③

５．他団との合同見学会等の開催に向けた取組み 継続 継続 継続 継続 継続 他団の合同見学会の情報は随時提供したが参加者の把
握が出来なかった

スカウト進歩委員会　各四半期活動報告

第1四半期   活動状況 第2四半期   活動状況 第3四半期   活動状況 第４四半期   活動状況 年度総括まとめ

番号 小項目 （4月～6月） （７月～９月） （１０月～１２月） （１月～３月） （平成30年4月～平成31年3月）

２－① 団毎の進級目標数に基づき面接報告で確認し、４半期
毎に進捗を確認し進級の促進を図ります

団面接報告を毎月集計し進捗を確認します 富士0/3．隼1/27．菊8/51,１級10/55, ２級12/103,  初級
63/53

富士0/3,隼2/27,菊19/51,１級14/55,２級18/103
初級63/53

富士2/3,隼3/27,菊23/51,１級34/55,
２級23/103初級69/53

富士3/3,隼5/27,菊39/51,１級34/55,        ２級
36/103初級64/53

ベンチャー部門の進歩が目標と大きく乖離しており、
団を挙げてベンチャーへの支援をお願いします

団面接の完全実施と月ごとの報告を全団に求めます。 カブ以上の団面接の完全実施、報告を徹底します １８個団の提出 小枝章５個２名、カブ完修４名 カブ完修７５ カブ完修165、小枝章５個４名 ４個団が面接報告なし。各団面接は実施していると思
いますが報告がない団があります

２－② 新進級課程への移行の支援、技能章取得の支援（技能
章講習会６回）を行います

技能章講習会６回（新技能章含む）開催 木工章（参加２０名）救急章（参加１８名）開催 ﾊﾟｲｵﾆｱﾘﾝｸﾞ章９名救急章１５名参加 看護章講習会実施 考査員認定１１6個　隊長認定１43個
後半になり隊長認定の技能章取得が増えました

スカウトフォーラムの運営を見直し採択文の隊での実
施、アフターフォーラムでの報告につなげます。

団、地区、県、日連のスカウトフォーラムの採択文を隊で実施、
アフターフォーラムで報告します

地区スカウトフォーラム実施参加スカウト１７名 県スカウトフォーラム開催代表スカウト２名出席 アフターフォーラム計画するも延期 アフターフォーラム実施出来ず。来期、県アフター
フォーラム以降に実施予定しています

３－③ 運営委員会での情報交換会で新しい意見を取り入れ委
員会を活性化させます

毎回の定例会議毎に参加者を三つのグループに分け、課題を忌憚
なく話し合いを行う場とします

４月19/22６月18/22の出席。欠席団が特定されて来ました ８月16/22 １０月15/22  １２月19/22 ２月15/22 委員会出席率  ７5％昨年より悪く来期は委員会の内
容の見直し必要です

全ての委員に技能章講習会への奉仕を通じスキルアッ
プと責務実行を求めます

スカウト参加実績、団委員奉仕実績などの集計表を配布して委員
の意識向上を図ります

木工章にはスカウト進歩委員及び多くの考査員の支援が得られま
した

ﾊﾟｲｵﾆｱﾘﾝｸﾞ章講習会のはスカウト進歩委員及び
多くの考査員、ベンチャー隊長の支援が得られ
ました

講習会の奉仕をする人が限られている。講習会
の運営には支障はなかったが全員の奉仕を求め
ます

指導者養成委員会　各四半期活動報告

第1四半期   活動状況 第2四半期   活動状況 第3四半期   活動状況 第４四半期   活動状況 年度総括まとめ

番号 小項目 （4月～6月） （７月～９月） （１０月～１２月） （１月～３月） （平成30年4月～平成31年3月）

1 第17回日本スカウトジャンボリーに向けた支援 参加者及び関連事業への支援強化をします WB研スカウトコース６・７期（５/３～5/６）へ　名参加しま
した

17NSJには委員が多数が奉仕しました

3 実効性のある指導者研修 隊指導者養成（確保）に関して研究・開発を行います 4月度の委員会の中でグループ討議と発表を実施しました 次年度に向けた定型外訓練の内容検討を行い、各団の訓
練ニーズを次回に持ち寄り、検討することとしました

⇐継続検討 継続検討 定型訓練（BS講習会）参加者４８名

（１）定型外訓練の充実 定型外訓練参加者８８名（３月末現在）

（１）年間に６回の定型外訓練を開催し、延べ参加者120人を目
指します

定型外訓練を３回実施しました 定型訓練（BS講習会３０-１０）の開設を担当しました 定型外訓練を１回実施しました 定型外訓練を１回実施しました

・DL研修会、CS隊指導者研修会（５/１３）参加者２２名 ・BS講習会・３０－１０(９/２)　参加者２１名 ・隊指導者研修会（CS）（１２/２）参加者２６名 ・野営法講習会（中止）

・救急法研修会（５/２０）参加者１５名 ・スカウトスキル研修会（４/７）参加者　　名

・BVS安全研修会（６/１７）参加者２５名

定型訓練（BS講習会３０－１７）の開設を担当しま
した

・BS講習会・３０－１７(３/１０)　参加者２７名

（２）インサービス・サポートの推進 （２）コミッショナーと連携の元、地区内指導者にインサービス 特に活動はありませんでした 特に活動はありませんでした 特に活動はありませんでした 特に活動はありませんでした コミッショナー主導の為、委員会としての活動はあり
ません

　サポートの体制を強化します

（３）運営委員会の充実 （３）運営委員会を、委員全員の研鑽の場とするため、グループ 各付の委員会の中でグループワークを実施しました 各付の委員会の中でグループワークを実施しました ⇐継続検討 継続検討 訓練参加者拡大の検討は次年度への継続課題とします

　　　（研鑽の場としての活用） 　ワークを活用した運営を推進します 期間中、２回の委員会を開催しました 期間中、１回の委員会を開催しました テーマ：定型外訓練への参加拡大 テーマ：定型外訓練への参加拡大 委員会参加率（今年度平均７５％）

期間中、２回の委員会を開催しました 期間中、１回の委員会を開催しました 期間中、全６回の委員会を開催しました

行事・国際委員会　各四半期活動報告

第1四半期   活動状況 第2四半期   活動状況 第3四半期   活動状況 第４四半期   活動状況 年度総括まとめ

番号 小項目 （4月～6月） （７月～９月） （１０月～１２月） （１月～３月） （平成30年4月～平成31年3月）

（1）

「第17回日本スカウトジャンボリー大会」に向けた支
援

①参加者および関連事業への支援と運営を行います ・大会参加者と指導者募集案内発信
・各団より確定申込を受け派遣４個隊を編成
　　　(スカウト140名、指導者24名)
・各編成隊毎に結隊式を実施し事前訓練開始

・地区より大会運営スタッフ37名
　地区参加者201名
・7月22日、地区壮行会開催。
　保護者・団関係者など約460名の出席
・大会へ参加、全員無事帰還

・地区費用精算
　　予算内で決算完了

・派遣編成4個隊(ｽｶｳﾄ140名、指導者24名)と大会運
営スタッフ37名、計201名の派遣ができました
・実行委員会に参画し派遣隊への支援を行いました
・大会に参加者したスカウトや指導者、運営奉仕者が
大会に参加し良かった事を次世代のスカウトへ伝える
ため、地区誌「はやぶさ」に感想を掲載し、次の大会
への参加意欲高揚を図りました

（４）

危機管理体制の充実強化 [野舎営届][県外旅行申請書]の提出管理し、地区委員会等で報告
します

・管理表作成し、下記委員会で報告
　　6/10 地区委員会
　　6/17 行事国際委員会

・管理表作成し、下記委員会で報告
　　9/9 　地区委員会
　　8/26 行事国際委員会

・管理表作成し、下記委員会で報告
　　11/11・12/16　地区委員会
　　10/14　行事国際委員会

・管理表作成し、下記委員会で報告
　　1/14　地区委員会
　　（2/17　行事国際委員会）

・各報告する委員会開催前月末時点での提出状況を報
告しました
・各団の野舎営と県外旅行活動状況の把握ができ、提
出する事が必須であると意思確認が図れています

第24回世界スカウトジャンボリーへの対応 大会実施要項に基づき参加者への広報と支援を行います ・6/2参加希望スカウト地区面接実施
　県連へ参加推薦しました。

・大会参加者募集をし、12名の参加を申請し全員の
参加が承認されました
・派遣隊指導者・大会運営スタッフとして5名派遣し
ました
　（派遣隊指導者2名、IST/本部スタッフ3名）
・派遣スカウトへの事前訓練等の支援を継続実施しま
す

ビーバースカウトラリー/カブスカウトラリー開催に向
けた支援と運営を行います。

カブスカウトラリーの開催支援
(H30・10・28)

委員会として北エリア所属団中心で対応し、実施日は全委員で支
援対応を確認

9/17実行委員会開催、
　準備状況の確認と他班との連携確認

10/28(日)
　江南市フラワーパーク江南で実施

・フラワーパーク江南を会場に盛況に開催しました
・17NSJの関係から準備期間が十分に取れない中、
無事に終了出来ました

ビーバースカウトラリーの開催支援
(H31・3・29)

RTと協働し委員会として支援対応を確認 3/17(日)北・中・東エリア別に3会場で開催され、委
員会として運営支援しました

・各エリア別に開催に、委員会として開催支援しまし
た

海外・国内派遣事業の各団への広報と参加者への
支援をします。

韓国ソウル北部連盟ＲＳ
　　緑化プロジェクト派遣（4/6-8）
　　韓国　ソウル年の周辺

・当地区よりRS2名、指導者１名
　　　　　　　　　計３名参加
・事故無く帰国、事業完了

植樹に参加したスカウトと指導者、計３名
11月11日、吉川野営場どんぐり交流会の中で、交流
会に参加している緑の少年団の子や名古屋巽地区のカ
ブ隊・ビーバー隊のスカウトに韓国で、どのように植
樹をしてきたかを寸劇で紹介した

・RS2名、指導者1名、計3名の派遣ができました
・参加者3名が「どんぐり交流会」の中で植樹活動を
報告し、植樹が国際親善に役立っていることを伝えま
した

第５回国際パトロールジャンボリー派遣　（8/2-7）
　大韓民国江原道雪岳山（ソラクサン）国立公園

・当地区よりIST奉仕参加１名
・事故無く帰国、事業完了

IST奉仕として１名派遣しました
大会内容について、参加報告書で当委員会の中で勉強
しました

「緑の募金」活動 21個団実施しました（募金額377,522円） 地区22個団中21個団活動実施しました
　　（募金金額￥377,522円）

「スカウトの日」活動 17個団活動実施しました 3個団活動実施しました 地区22個団中20個団活動実施しました
未実施2個団は実施当日天候不順で中止となりました

行事国際委員会委員の参加率向上
　平成27年度出席率：70.0％
　平成28年度出席率：66.6％
　平成29年度出席率：75.8％

第１回委員会（4/22）　出席率：86.4％
第２回委員会（6/17）　出席率：72.7％
　　　　　平均：７９．６％

第３回委員会（8/26）　出席率：77.2％

　　　　　平均：７８．４％

第4回委員会（10/14）　出席率：63.4％
第5回委員会（12/16）　出席率：86.4％
　　　　　平均：８２．４％

第６回委員会（2/17）　出席率：72.7％

　　　　　平均：７７．３％

委員会出席率が前年度より改善されました
引き続き参加率向上を図ります

総務委員会　各四半期活動報告

第1四半期   活動状況 第2四半期   活動状況 第3四半期   活動状況 第４四半期   活動状況 年度総括まとめ

番号 小項目 （4月～6月） （７月～９月） （１０月～１２月） （１月～３月） （平成３０年4月～平成3１年3月）

（３）
２

将来の地区を見据えた態勢つくり ①地区ボウリング大会の開催 １２月１日、春日井グランドボウルにて、３３名参加
で開催しました

参加人員、前年同様となりました

②RS対象「リクルート懇談会」参加者３名以上を目標とします ２月上旬開催に向け、　参加促進のPRと告知をしま
した

２月５日、国際センター別棟にて開催されました　当
地区から７名参加しました

各団・地区RSの協力により、今回も、参加目標数値
を大幅に超えることができました

重
（３）

③

運営委員会の充実 インシデント報告の地区内水平展開の継続 ４月０件　６月１件 ９月３件。　事故報告　８月　１件 １１月０件。　事故報告　１０月１件 ２月２件　事故報告３月１件 インシデント報告は、定着してきていますの
で、継続してゆきます

総務委員会の充実 委員会出席率　４月　７７．２％　６月　７７．２％ 委員会出席率　９月　５０．０％ 委員会出席率　１１月　６３．６％ 委員会出席率　２月　７２．７％ 年間　委員会出席率　６８．２％　　　前年より１
０％ダウン。２個団出席０。出席促進をします

４
危機管理体制の充実強化 ①危機管理体制の充実をしてゆきます 危機管理体制連絡網の各団・各隊の確認を依頼しました 今後も、危機管理体制連絡網の確認をしてゆきます

②防災キャラバン開催（イオン扶桑店） ９月2日（日）開催に向け、計画案等の準備をしました ９月２日（日）開催。来場者およそ１００人 運営は、よくできた。今後は入団・入隊へどう
つなげるかが課題です

（４）
①

防災ボランティアコーディネーターの養成 防災ボランティアコーディネーターの養成。養成講座参加者４名
以上を目標とします

県連主催「防災ボランティアコーディネーター養成講座」　募集
要綱を配信し参加を促しました

７月８日県連主催「防災ボランティアコーディネーター
養成講座」　参加者　０名でした

参加目標数値を達成できませんでした

地区ローバース　各四半期活動報告

第1四半期   活動状況 第2四半期   活動状況 第3四半期   活動状況 第４四半期   活動状況 年度総括まとめ

番号 小項目 （4月～6月） （７月～９月） （１０月～１２月） （１月～３月） （平成30年4月～平成31年3月）

1
定例会を通じ１７NSJの情報を展開し、RSとしてできる支援を
考え実行します

地区ローバース定例会において１７ＮＳＪの参加を促進するよう
案内を行いました

参加したＲＳが各配属先で１７ＮＳＪで奉仕を行いまし
た

地区ローバース定例会において、参加ＲＳによる参加
報告を実施しました

― 概ね予定どおりの支援ができました

4

防災ボランティア・コーディネーター養成講座への参加を促し、
防災への知識を持ったRSを増やします

地区ローバース定例会において防災ボランティア・コーディネー
ター養成講座への参加案内を行いました

地区ローバース定例会において防災キャラバンへの奉仕
案内を行い、奉仕を行いました

地区ローバース定例会において防災キャラバンへの活
動報告を行いました

―

アクティビティや地区行事への奉仕といった地区ローバースの活
動をFacebookなどSNSを通じて多くの人に知ってもらうよう取
り組みます

定例会の様子をFacebookに投稿し、活動状況の広報を行いまし
た
小牧山親子ラリーへの奉仕を行いました

夏期アクティビティや定例会の様子をFacebookに投稿
し、活動状況の広報を行いました

― ―

コミッショナー　各四半期活動報告

第1四半期   活動状況 第2四半期   活動状況 第3四半期   活動状況 第４四半期   活動状況 年度総括まとめ

番号 小項目 （4月～6月） （７月～９月） （１０月～１２月） （１月～３月） （平成30年4月～平成31年3月）

１７回日本ジャンボリ－参加派遣隊および奉仕者への支援および
県連盟、ブロック間の調整を行ないます

ブロック内調整会議、記念品等の調整を行いました ブロック内調整会議、記念品等の販売管理等を行いまし
た － －

台風、事故等のトラブルも適切に対処し、計画事業に
ついては円滑に終了しました

ＲＴから訓練要望をスクリ－ニングし、実務的な研修を中心とし
た定形外訓練を行います

３つの研修を実施しました
－ ブロック開催の研修会を実施しました

１つの新しい研修を加えましたたが、２つの研修会が
中止となりました。

BS・VSの新P改訂に伴う訓練ニ－ズなど実務に直結
した事業を策定しました

地区トレ－ニングチ－ムおよび地区救急チ－ムのレベル向上に向
けた取組みと、専門知識を活用した支援や奉仕等を行ないます

WFA講習会へ１名参加。指導者向けにウイルダネス状況下での
ファストエイド講習を実施しました － － －

地区トレ-ニングチ-ム内の改変の策定
トレ-ニングチ-ム員の技能向上

各隊指導者・団委員の問題、疑問、支援要請についてコミッショ
ナ－グル－プ、トレ－ナ－を中心とした個別支援により、これら
の問題解決を行ないます

個別に対応しました 個別に対応しました 個別に対応しました 個別に対応しました

定型訓練への参加は達成しました
WB実修所への参加率は未達成でした

ＲＴ内での部門毎における研究、研修を充実させます
各部門毎にセ－ム・フロム・ハ－ムへの考察（研究）を実施しま
した

部門毎に実施しました 部門毎に実施しました 部門毎に実施しました
本年度の反省より、部門毎の研修を考慮します

ＲＴ内において、部門ごとに「セ－ム・フロム・ハ－ム」の研
修、研究を行ないます

－
セ－ム・フロム・ハ－ムについてＲＳ部門以外の部門に
て研修を実施しました

セ－フ・フロム・ハ－ムについてＲＳ部門以外の部門
にて研修を実施

実行委員会の立上げ、尾張ブロックとの連携は計画通
り行いました

ビーバースカウトの特性を理解したプログラムの実施・展開がで
きるように、各団との情報交換を含めたプログラムの研修・研究
を行います

５／２７　「セーム・フロム・ハーム」の考察
６／２４　① 隊集会実施計画書から考える効果的な運営方法
６／２４　② 隊集会実施計画書に隠されている隊長の「ねらい」
と安全について

７／１６　模擬隊集会（工作）を用いた隊集会実施計画
書の運用の仕方の研究
９／１７　① 隊集会実施計画書に対する実技応答
９／１７　② 更に工夫できる点や安全面を中心に隊集会
実施計画書を考察する

１０／１４　模擬隊集会（ゲーム）を用いた隊集会実
施計画書の運用の仕方の研究
１１／２５　「ビンゴを用いたピクニック」を活用し
た「やくそくときまり」と「ちかいとおきて」

１／２０　模擬隊集会実施計画書から考えるスカウト
が主体となって戸外で遊べる「工作」
３／２４　今年度の評価反省と次年度への取り組みに
ついて

「プログラムのヒント」は研究できましが、自隊へ反
映させるための工夫が必要と考えます

定型訓練（３名以上）、定型外訓練（１５名以上）への参加を促
し、修了後も継続的な支援を行います

５月　　　ＷＢ実修所第２教程１名
５月　　　ＷＢ研修所（一括型）３名
５／２０　救急法研修会３名
６／１７　ＢＶＳ安全研修会２５名

１０月　　　ＷＢ研修所（基本型）１名
１０／２３　ＷＢ課程別研修１名

２／３　愛知連盟定型外訓練１名 参加人数は達成できました
積極的に参加をしていただけました

エリアごとの合同隊集会が実施できるように各種支援を行います ５／２７　ＢＶＳラリー実施における基本事項の検討
６／２４　必要とされる支援事項、ラリーの目的や調整事項の検
討

７／１６　場所や概要の決定、企画書の作成にむけた協
議
９／１７　実施計画書作成にむけた詳細の協議

１０／１４　不明点等の洗い出しと協議
１１／２５　記念品の選定と具体的な分担

１／２０　実施にむけた調整事項の確認 安全で楽しく実施できた
評価反省は次年度へ反映させ、プログラムも工夫でき
るように支援します

少人数団への支援と複数組による合同隊集会の推進を実施しま
す。

未実施 未実施 1人体制となり、予定が合わず実施することできませ
んでした

隊訪問を実施し、現状把握と分析をもとに個別支援を実施します CS隊指導者研修会で周知徹底できた。DLへも所属隊指導者から
指導をする手法をとることができました

CSラリーに向けてテーマ設定によるプログラム開発を進
めることができました

｢理解していること｣と「運営できる｣ことの乖離をな
くしていくことが課題です
「できない」・「できていない」ことに対し支援をし
ていきたいと考えます

プログラムプロセスの遵守と進歩課目を取り入れた効果的なプロ
グラム開発ができるようＲＴ内で研究を行います

CS隊指導者研修会で周知徹底でき、進歩設定のできていない団
へのフォローのきっかけとなりました

CS指導者研での周知と実際の進歩進捗状況が伴っていま
せんでした。後期で年プロ作成について取り上げる予定
です

半期でのカブブック履修を目指すことと、チャレンジ
章取得支援を念頭に置いたプログラムの展開を引き続
き支援していきます

隊長ラウンドテーブルでの研究および個別隊訪問により、新進級
課程の運営に必要な隊運営およびスカウト指導に必要な知識・技
能の平準化を図ります

年プロ計画及びスカウトスキル（点検の実際）の研究、セーム・
フロム・ハーフ講習を実施しました

17NSJ、夏季のキャンプの評価、反省を行いました。 スカウトスキル（2級ハイキング、１級ハイク）、傾
聴とコミュニケーションの研究を行いました

新進級課程を加味した年間プログラム立案の研究を行
いました

移行に向け、プログラム企画、技能の両面から指導者
へ支援を行いました

菊スカウトの受章スカウトが中３スカウト登録数の６割以上とな
ることを目指します

菊スカウト面接を実施しました 菊申請手法の研究、支援、面接の実施を行いました 菊スカウト面接のを実施しました 菊スカウト面接を実施しました
加盟登録の中三スカウトの６割以上を菊スカウト進級
達成しました

隊訪問は、数団に止まったため、次年度も継続して実
態把握に努めます

平成31年度の地区キャンポリー開催に向けた企画・準備を行い
ます

－－－－－ －－－－－ 各隊の活動状況調査、小数隊への隊訪問及び支援を行
いました

小数隊への隊訪問及び支援、合同隊集会の推奨を行い
ました

進級目標を達成しました

第17回日本スカウトジャンボリーのスカウト参加に伴う、参加
隊の各種支援を行います

17NSJへ向け参加隊と隊長間の調整、支援の展開を実施 17NSJ壮行会、参加隊との調整及び大会後の評価、反
省を行いました

－－－－－ －－－－－ 参加体制を構築し、地区予定申込を完了しました

隊長ラウンドテーブルでの研究および個別隊訪問により、地区内
各隊の新進級課程の円滑な移行を支援します

4月ラウンドテーブルにて、隼章・富士章進級にかかる基準の作
成に向けて意見聴取を行い、隊長として指導する内容の明確化と
基準の作成に着手しました

7月ラウンドテーブルにて、パイオニアリングミニ実習
を行い、隼章課目に必要な技能について体験するととも
に、指導のポイントの確認を隊長同士で研究しました

7月の経験を活かし、12月にパイオニアリング章講習
会をVS隊指導者をスタッフとして開催しました。ま
た、11月には、VS隊長の進歩課目実施上の課題を聴
取し、進歩阻害要因の把握を行いました。

隊訪問を1個隊実施しました。地区VS行事(VSの集
い)の企画において、隼章課目の一部の履修をプログ
ラムに含め、スカウトの課目修得の機会と指導者への
指導方法の例示を行い、進歩の向上への取り組みを計
画しました。結果的に準備が間に合わず実施すること
ができませんでしたが、引き続き実施の機会を探りま
す。

指導者に対し大会までの支援は達成しました
大会終了以降の支援は継続中です

隼スカウト６名、富士スカウト３名の各団から示された目標人数
の達成に向けた、隊長の支援および地区面接・伝達を行います

隼章1名の地区面接を実施するとともに、当該申請に向けた隊長
の個別支援を実施しました

当四半期での面接はありませんでしたが、第3四半期以
降での面接に向けた、申請候補者のレポートの事前確
認・隊長への指導・支援を実施しました

10月に隼章1名、11月に富士章2名、12月に隼章1
名の地区面接を実施し、あわせて伝達を行いました。
当四半期進級スカウトおよび次期以降進級予定者の指
導にかかる隊長への個別支援も実施しました

2月に富士章1名、3月に隼章1名の地区面接を実施
し、あわせて伝達を行いました。当四半期進級スカウ
トおよび次期以降進級予定者の指導にかかる隊長への
個別支援を実施しました

最終的に結論が出せないまま年度が終わってしまった
為、未達成です

VS部門各指導者を運営者としたVS対象の高度な野外活動を行う
大会を企画・実施することを通じて、指導者のプログラム開発・
運営技能の向上を図ります

6月に地区フォーラムをVS隊長をスタッフとして実施しました。
隊指導者に話し合いの導き方、VSにおける野営管理、炊き出
し、営火の展開について、実際に経験や体験を通じ、理解を深め
てもらいました

パイオニアリング章講習会の準備・運営を通じて、大型
構築物作成のプログラム技能開発を支援しました

3月に行うアフターフォーラムを「VSの集い」と
し、VS隊指導者を中心として運営する方向性を定
め、行事企画を進めました

「VSの集い」は参加者が集まらず実施ができません
でしたが、次年度に行う行事（尾張富士特別野営
2019）の企画を行いました

スケジュール調整が折り合わず、結果として年間計画
の完遂は未達成となりました

第17回日本スカウトジャンボリーのスカウト参加に伴う、参加
隊の各種支援を行います

実行委員会への参画および隊指導者として関わることにより、支
援をおこないました。特に、参加VSの取り扱いおよび参加4個隊
への割り振りについて中心的役割を果たしました

実行委員会への参画および隊指導者として関わることに
より、参加隊内におけるBSとの差について参加隊指導者
と協働し、参加VSが多くの成果が持ち帰ることができる
よう支援しました
また壮行会の企画をし、保護者等へのPRについても取り
組みました

実行委員会への参画により、大会後の事後処理および
評価反省についての協議を行い、参加スカウト・指導
者に対する評価反省から、今後の部門運営における重
点指導課題を分析しました。また、ジャンボリー参加
VSの活動意欲を継続させるための戦略を検討しまし
た

地区としてジャンボリー参加スカウトの再集合の場が
必要と考え、3月の「VSの集い」を企画した。実際
には実施ができませんでしたが、次年度以降も継続し
て地区行事を行い、参加スカウト同士が再開できる場
を複数回設けることを予定します

進級目標数は未達成となりました
部門担当する副コミッショナー同士及び隊指導者との
連携が次年度の課題です

ＲＴ、地区ローバース定例会において１７ＮＳＪへの支援参加を
促進します

ＲＴ・地区ローバース定例会において１７ＮＳＪの参加を促進す
るよう案内を行いました

参加したＲＳが各配属先で１７ＮＳＪで奉仕を行いまし
た

地区ローバース定例会において、参加ＲＳによる参加
報告を実施しました

― 幹部会などでのアナウンスにより参加支援・促進を
行った。引き続き17NSJへの参加支援・促進を実施
します

ＲＴ、地区ローバース定例会において防災ボランティア・コー
ディネーター養成講座への参加を促進します

ＲＴ・地区ローバース定例会において防災ボランティア・コー
ディネーター養成講座への参加案内を行いました

ＲＴ・地区ローバース定例会において防災キャラバンへ
の奉仕を呼びかけました

地区ローバース定例会において防災キャラバンへの活
動報告を行いました

― 今年度も防災ボランティア・コーディネーター養成講
座への参加を継続できました次年度以降も引続き継続
して取り組んでいきたいと思います

英国エディンバラ公国際アワードの地区内アワードリーダーの統
括と、スカウトに対するサポート体制の充実を図り、参加者数を
増やします

アワード挑戦スカウトの取り組みとアワードリーダーのサポート
により、当地区より初のアワード取得者を輩出することができま
した
一方、今年度よりアワードへの新規参加が停止されたため、次期
以降は今後の動向を注視しつつ、アワードへの取り組みは一旦収
束しました

― ― ― 参加スカウトは取得に向け順調にアワードに取り組ん
だ一方、新規に挑戦するスカウトの募集がいなかっ
た。地区ローバースの定例会等で紹介して、参加を促
す必要があります

少人数団(隊)の活動に対して助言と支援を行います。目標３件 a) 近隣団イの隊集会見学及び体験集会に参加しました a-2)近隣団ロの集会に参加しました ｃ）来期に向けて合同集会の企画中です 目標を達成できました

ｂ)両団で合同集会を随時実施しました

団訪問、情報提供及び団委員長サミット等による団活性化の支援
をします。目標全個団

４個団の育成総会に出席しました 塾運営・団委員長サミット準備しました 合併検討団との調整しました 塾運営　全団のまとめをしました 目標を達成できました

a団委員長及び団の会議出席しました 団継続登録審査の準備しました 塾運営・開催とまとめました 審査運営協力をしました 目標を達成できました

団活塾参加勧誘と開始しました サミット事前資料の配布しました 塾活動の結果まとめ（募集の現状）をしました 全団参加で推進できました

スカウト増員を目的とした調査と団活動を支援します。目標５件 合同募集行事見学２件行いました 防災キャラバン開催・見学しました 団の募集活動見学１件行いました 成果の確認をしました

団活塾「加盟員の増」テーマで今期の活動展開開始しました 団の募集活動見学１件行いました
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平成31年度　日本ボーイスカウト愛知連盟尾張東地区 活動計画　

１．地区誌はやぶさの発行及びスカウトあいち投稿支援をします

２．.地区ホームページ、フェイスブックページの運営を行います

３．講演会を実施します

４．募集ツールを制作します

重(2)③ ５．他団との合同見学会等の開催に向けた取組みをします

各級別目標を管理し月ごとの団面接報告に基づき進捗を確認目標達成を目指します

速やかな地区進級面接を実施します

(2)‐② 技能章講習会を通じスキルアップを図ります

(2)‐③ カブ完修の調査で早期完修を促し、小枝章５個取得の集計をし木の葉章の取得を増やします

運営委員会での情報交換会で新しい意見を取り入れ委員会を活性化させます

全ての委員に技能章講習会への奉仕を通じスキルアップと責務実行を求めます

目(3)① 定型外訓練の「訓練内容・目標」の変化に柔軟に対応し、参加者の研修環境の向上を図ります

重(3)③ 委員自身の研修の場として、委員会の場を活用します（訓練体制・体系の理解等）

重(１)-① 第24回世界スカウトジャンボリーへの対応をします

重(1)-② 海外・国内派遣事業の各団への広報と参加者への支援をします

重(1)-③ 第３回　東海４県連盟合同野営大会（3TC）に向けた支援・準備を行います

重(4) 危機管理体制の充実強化

  [野舎営届][県外旅行申請書]の提出管理し、地区委員会等で報告します

重(5) 委員会の中で[セーフ・フロム・ハーム]について研修します

重点施策
(３)‐③

運営委員会の充実、インシデント報告（　ヒヤリハット報告）の継続展開をします。

3 -(４) 危機管理体制の充実強化を図ります

①　各団（各隊）の危機管理体制連絡網の整備します

②　防災ボランティアコーディネーター養成講座への参加者３名以上を目標とします

③　防災士の育成をします（講習会開催等の情報収集と展開）

④　防災キャラバンの実施します（イオン春日井ショッピングセンターにて予定）

重(1) 定例会を通じ海外派遣事業の情報を展開し、RSとしてできる支援を考え実行します

重(4)
防災ボランティアコーディネーター養成講座への参加を促し、防災への知識を持ったRSを増や
します

重（1）① 24ＷＳＪ、フィルモント派遣者への支援を行います

重（２）
目（2）

スカウト活動の標準化を促し、スカウト活動の楽しさを通して個々のスカウトの成長を図り、
スカウト及び保護者の活動への満足度を上げることで、活動を活性化させます

重（3）
目（3）

指導者訓練および個別支援により、指導者のスキルアップを促し、楽しく、安全な活動が提供
できるように研修を行います

重（5） セ－フ・フロム・ハ－ム研修及び研究会を行い、安全な活動を提供できるようにします

目（3） 地区トレ－ニングスタッフの技能向上を目指します

目（3）②
地区救急チ－ムを専門化させ、実践的な救急法の考え方のもと、どの部門でも安心した活動が
行えるように支援・研修を行います

目(２)③
ビーバースカウトの特性及び部門間の繋がりを理解したプログラムの立案ができるように、研
修・研究を行います

重(3)①
定型訓練（３名以上）、定型外訓練（１５名以上）への参加を促し、修了後も継続的な支援を
行います

重(3)② エリアごとの合同隊集会が実施できるように各種支援を行います。

重(3)③
カブスカウトのやくそくとカブ隊のさだめについて、スカウトの成長に見合った指導が適切に
できるように取り組みます

目(2)③
この年代の特性を理解し、進歩制度のねらいを教授した、組集会から隊集会までの楽しいプロ
グラムを実施、展開できるように研修、研究を実施します

重(2)① 少人数の隊に対して、近隣の隊との合同隊集会を実施できるように支援をします

重(5) 年代と活動に応じたセーフ・フロム・ハームへの取り組みを推進します

重(2)①
②

少人数団（隊）への他団体との合同隊集会を推進し、団訪問により支援を行います

目(2)① 進級・進歩に必要なスキル支援を行い、菊スカウト育成、技能章取得を目指します

目(2)②
隊長ラウンドテーブルで隊運営に必要なプログラムプロセスの研究等により、、３ＴＣに向け
たプログラム支援、指導者育成を目指します

重(5) セーフ・フロム・ハームを重点的に推進します

目(2)
目(3)
重(3)

地区VS行事の企画・運営を「ラウンドテーブルとしてのプロジェクト」として位置づけ、年間
を通じてVS部門指導者への研修を行うとともに、隊指導者のプロジェクト指導技能への理解と
向上を図ります

目(2)
重(2)

継続して全団の隊訪問を実施し、地区内各隊の運営状況を把握して、「スカウトにとってプラ
スとなるベンチャー活動」に必要な適切な個別支援を実施します

目(2)
進歩課目の基準を隊指導者とともに検討し、地区における方針を明確にします。それにより、
隼・富士の指導をしやすくし、進歩制度によるスカウトの成長に寄与します

目(2)
地区VS行事として「尾張東ＶＳ特別野営2019」を開催します。スカウト同士の交流とハイレ
ベルな野外活動を柱として展開し、「魅力あるVS活動」を見える形でスカウトに示し、スカウ
ト自身が成長を実感できる活動を隊指導者とともに実行します

重(1)
ＲＴ、地区ローバース定例会において韓国緑化派遣などの海外派遣事業への支援参加を促進し
ます。

重(4)
ＲＴ、地区ローバース定例会において防災ボランティア・コーディネーター養成講座への参加
を促進します。

重(3)(5)
四半期ごとにRTを開催し、セーフ・フロム・ハームやローバー活動に関する情報提供・研修を
実施します

重(2)-1 ①　少人数団(隊)の活動に対して助言と支援を行います　目標３件

重(2)-2 ②　団訪問、情報提供及び団委員長サミット等による団活性化の支援をします　目標全個団

重(2)-3 ③　スカウト増員を目的とした調査と団活動を支援します　目標５件（11市町）

１．愛知連盟地区事務長会議へ参画します　年４回

２．地区協議会(総会含む)　年２回、団委員長会議　年３回、地区委員会　年９回開催します

３．危機管理委員会を開催します

４．地区財政・財務管理、表彰関連、資料管理をします

５．各委員会と協働し資料作成など事務作業します

６．県連情報伝達等による配布資料の分配、情報伝達のペーパレス化を図ります

行事・会議
「基本原則」に沿ったスカウト活動ができるように、各
団への支援を強化するとともに、ボーイスカウト活動の
アイデンティティを明確にし、「スカウト数の増加」
「指導者の養成（確保）」に向けた取組みを計画的に推
進することとします
　

各組織の機能

スカウト組織とその
拡充及び広報に関す
る企画

 １－４
 行事・国際
 委員会

 
１
 

運
営
委
員
会

 １－１
 組織・拡充
 委員会

 １－５
 総務委員会

 １－３
 指導者養成
 委員会

 １－２
 スカウト進歩
 委員会

（1）スカウト数の増加に向けた具体的な施策の実施
　　   青少年１００人に０．８人のスカウト確保を目指
します

（2）スカウト自身が成長と成果を実感市意欲を高める
場所を提供し、全ての団から、「菊・隼・富士」取得者
を目指します
　　①地区目標達成に向けた対応をします
　　②ＢＳ・ＶＳ部門への高度な野外プログラム支援の
充実をします
　　③ＢＶＳ・ＣＳ部門への年代別プログラム支援の充
実をします

（3）指導者育成の充実
　　①WB研修所・実修所の課題研修等のトレーナーに
よる一貫支援（担当制）をし指導者としての資質向上を
目指します
　   ②冒険的な野外活動や国際プログラムをスカウトへ
適切に指導提供出来る若手指導者の育成をします
　　③定型外訓練への参加を促すだけでなく社会人とし
ての資質を高め、魅力ある指導者の養成をします

（１）日本連盟・愛知連盟主催「海外派遣事業」等に向
けた
　　支援
　　①参加者および関連事業への支援態勢強化をします

（２）「班（組）活動のできる」団に向けた対応を推進
　　①少人数団(隊)への他団との合同集会を推進します
　　②団訪問等による団への支援を強化します
　　③他団との合同見学会等の開催に向けた取組みをし
ます

（３）実効性のある指導者研修
　　①定型外訓練の充実
　　②インサービス・サポートの推進します
　　③ラウンドテーブル（研修の場としての活用）
　　　および運営委員会の充実をします
　　④野外救急法(WFA)等国際資格取得への支援します

（４）危機管理体制の充実強化
　　①防災士の育成をします
　　②防災ボランティアコ―ディネ―タ―の養成をしま
す

（5）セーフ・フロム・ハ―ムを重点的に推進します

アクティビティや地区行事への奉仕といった地区ローバースの活動をFacebookなどSNSを通
じて多くの人に知ってもらうよう取り組みます

活動内容
関連施策

番号

委員長　　１名
副委員長　１名
各団委員　２０名

目(1)

メンバー

委員長　　１名
副委員長　１名
各団委員　２０名

委員長　　１名
副委員長　１名
各団委員　２０名

インサービス・サポートを充実させるべく、トレーニングチームと協働し指導者への支援効果
を高めます

重(3)②

地区内の団の情報
を、団への巡回・訪
問を通して収集し、
団運営を支援する

指導者の育成を図る
プログラム企画と場
づくり

規定の遵守とスカウ
ト教育の純正な推進
のための教育及び指
導

スカウト各人の進歩
状況の把握と進歩に
向けたブログラム活
動の企画

副コミッショナー１名
　　個隊指導者

副コミッショナー３名
　　個隊指導者

財政確保と行政対応
等他の委員会に属さ
ない事項への対応

副コミッショナー１名
　　個隊指導者

委員長　　１名
副委員長　１名
各団委員　２０名

副コミッショナー１名
　　個隊指導者

野営及び国際行事関
係に係る対応施策の

企画

委員長    　1名
副委員長　２名
各団委員　１９名

(2)‐①

重点施策
(3)‐③

　５　事務局

団担当コミッショナー７
名

　２　尾張東地区
　　　ローバース
　　　　Frontier

RS対象の活動および
情報交換

地区内のRSおよび同年代
の青年指導者

地区全般事務関連業
務

事務長
副事務長
会計係

副コミッショナー２名
　　個隊指導者

コミッショナー16名
地区トレーニングチーム
地区救急チーム

　３－５
　ＶＳ部門

　４　団担当
　　　コミッショナー

　３－３
　ＣＳ部門

　３－６
　ＲＳ部門

　３－１
    地区コミッショナー

　３－２
　ＢＶＳ部門

　３－４
　ＢＳ部門

行事計画と役割平成31年度 地区運営方針

平成31年度 重点施策

平成31年度 目標



平成３１年度・尾張東地区諸会議/行事

時 間 ３１/4月 元/5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 ２/1月 2月 3月 4月 2/5月 6月 7月 8月

地区協議会(総会を含む) 18:00 14 26 12

地区委員会 指定月 第 2 日曜日 19:00 レディヤン 研 修 室 12 2 15 8 4 8 13 8・22 10 14 12

19:00 レディヤン 研 修 室 6 8 4

9:00 指定 場所 ＊ サ ミ ッ ト 12

指定月 17:30 レディヤン 第 １ 集 会 室 28 26 23 25 29 27 24 22 19 23 15 26 24 28 23

17:30 12 22

19:00 28 23 29 23 12 28 23

　 団担当コミ会議 指定月 指定日時 17:30 レディヤン 第 １ 集 会 室 6 2 8 4 22 8 4 14 23

指定月 指定日時 17:30 レディヤン 第 1 会 議 室 23

指定月 19:00 指 定 場 所 第 4 会 議 室 21 8 25 15 15 16 19 21 23

指定月 19:00 レディヤン 第 2 会 議 室 7 8 15 10 2 5 14

第 1 会 議 室 21 16 25 6 15 16 19 21 23

第 ２ 会 議 室 21 16 25 6 15 16 19 21 16

第 ４ 会 議 室 21 16 18 13 15 16 19 21 16

B V Ｓ 隊 第 4 会 議 室 26 23 23 24 19 15 24 26

C S 隊 指定月 第 4 日曜日 第 2 会 議 室 26 28 23 24 19 15 24 26

B S 隊 第 1 会 議 室 26 28 23 24 19 15 24 26

ＶＳ隊 指定月 第 3 日曜日 18:00 レディヤン 第 ２ 会 議 室 26 23 23 24 19 15 24 26

R S 隊 指定月 指定日時 17:30 レディヤン 6 26 22 19 22 11

指定月 指定日時 19:00 レディヤン 6 22 19 22 5

22～23

VS.技能章 (茶道章) 12

VS.一泊技能章 26,27

VS.技能章 (救急) 16 16,17

VS.技能章 (看護) 22

VS.技能章 (薬事) 15

スカウトフォーラム 県ｱﾌﾀｰ 地区 県

30 (1） （8）

19

9

24-25

24

22

29

ボ-イスカウト講習会 31-11 1

ボ-イスカウト講習会 31-17 北名古屋文化勤労会館 8

WB研　SC愛知第9期 新城　吉川野営場 26～29

WB研　SC愛知第10期 新城　吉川野営場 3～6

WB研　SC愛知第11期 新城　吉川野営場 11～14

WB研　課程別 未定 27

WBVＳ実修所　第31期 新城　吉川野営場 31 ～4

団委員研修所　第40期 新東工業研修センター 2～4

愛知連盟　年次総会 名古屋国際センター別棟 16 21

25～26

10

　第70回　全国植樹祭 2

28-29 19-21

　第30回　フィルモント派遣 米国ニューメキシコ州シマロン

　富士特別野営2019 10～16

20-22

　第3回　東海4県連盟合同野営大会 7-12

祝日振替休日が月曜日にある場合は、月曜日に会議を開催する 安全促進フォーラム　６/29 防災ボランティアコーディネーター養成講座　7/７ RS対象「リクルート懇談会」　１１/１９

但し会議重複がある場合は地区委員会を優先する 会議室の変更もあります セーム・フロム・ハームセミナー 7/14 県連ゴルフ大会 10/24

開催会議名称 開催日（基本計画） 場　所　(部屋名)

日曜日

土曜日第 2

偶数月

指定月

指定日時

第１集会室第

第

レディヤン

レディヤン

　防災キャラバン イオン春日井(予定)

    地区コミ会議

   行事・国際委員会

地区ロ-バ-ス会議

　　地区トレ-ニングチ-ム会議

　地区名誉会議

　第24回　世界スカウトジャンボリー

ＢＳ研修会（尾張ブロック）

日本連盟　全国大会

(一部変更あり）

地区団登録審査 地区

高山市日和田高原

スカウト進歩委員会

   尾張東ＶＳ特別野営

ス
カ
ウ
ト
対
象

Ｒ
Ｔ

　愛知連盟　70周年BSの集い

 
指
導
者
対
象

定
型
外
訓
練

定
型
訓
練

地
区
諸
会
議

　 団委員長会議

    企画会議

   組織・拡充委員会

   総務委員会

   指導者養成委員会

野営法研修会２

野営法研修会１

指導者救急講習会

   スカウト進歩委員会

デンリ－ダ－研修会

アウトドア講習

4

3 19:00

指定日

指定日

日曜日

（ ）はチーム会議

名古屋市久屋大通公園

地区ＴＴ

指導者養成委員会

小牧青年の家

19:00

指導者養成委員会

偶数月

レディヤン

 第24回世界スカウトジャンボリー事前訓練

那須野営場、高萩スカウトフィールド

7/22-8/2

7/20-8/7

尾張旭市森林公園

米国ウエスト・バージニア州

鹿児島県


